
2014年10月　　9

平成26年出動件数
摘要

年別 火　災 救　急

平成26年（８月） 0 33

平成25年（８月） 0 46

昨年比 0 −13

平成26年累計 1 301

平成26年８月31日現在

新
型
救
急
艇
起
工
式

平
成
26
年
８
月
28
日（
木
）、
ツ

ネ
イ
シ
ク
ラ
フ
ト
＆
フ
ァ
シ
リ

テ
ィ
ー
ズ
株
式
会
社
に
お
い
て
、

新
型
救
急
艇
の
起
工
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
今
回
の
救
急
艇
は
平
成

８
年
に
建
造
さ
れ
た
救
急
艇
「
か

み
じ
ま
」の
更
新
に
伴
う
事
業
で
、

救
急
艇「
ゆ
う
な
ぎ
」に
続
く
フ
ェ

リ
ー
型
の
救
急
艇
に
な
り
ま
す
。

【
７
日
分
の
食
料
と
水
を

確
保
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
】

災
害
が
起
き
る
と
、
輸
送
活
動

に
大
き
な
支
障
が
生
じ
る
た
め
、

お
金
が
あ
っ
て
も
食
料
品
を
購
入

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
状

況
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
病
院
自
体
も
被
災
す
る

こ
と
が
あ
り
、
け
が
を
し
て
も
病

院
で
す
ぐ
に
治
療
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
救
援
活
動
が
受
け

ら
れ
る
ま
で
の
間
、
各
家
庭
で
は

家
族
構
成
を
考

え
て
食
料
や
水

を
蓄
え
る
と
と

も
に
、
救
急
医

療
品
を
準
備
し

て
お
く
こ
と
が

必
要
で
す
。

家
庭
で
の
防
災
対
策
に
つ
い
て

～
も
し
も
の
時
に
備
え
て
～

～
地
域
防
災
力
向
上
を
目
指
し
て
～

上
島
町
で
は
、
自
主
防
災
組
織
の
中
心
的
な

役
割
を
担
う
人
材
で
あ
る
防
災
士
が
１
８
１
名

い
ま
す
が
、
最
初
の
防
災
士
の
受
講
か
ら
10
年

が
経
過
し
、
防
災
士
も
高
齢
と
な
り
、
若
い
人

材
の
育
成
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
上
島
町
で
は
、
愛
媛
県
が
実
施

す
る
防
災
士
養
成
講
座
の
受
講
者
に
対
し
、
受

講
費
等
の
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。
災
害
に
対

す
る
知
識
、
行
動
力
を
身
に
付
け
る
機
会
と
し

て
防
災
士
養
成
講
座
の
受
講
を
お
願
い
し
ま

す
。尚

、
今
年
度
の
上
島
町
の
募
集
人
員
は
17
名

で
す
の
で
、
ご
応
募
を
お
願
い
し
ま
す
。

愛
媛
県
防
災
士
養
成
講
座
の
開
催
及
び
受
講
費
等
の
助
成
に
つ
い
て

【日　時】
平成27年１月10・11日（土・日）

【場　所】
今治市総合福祉センター ４階多目的ホール

（愛媛県今治市南宝来町１－９－８）
問消防本部総務予防課　☎77－4118

●　持ち出し品リスト　●
【食　料】
※７日分
　主食：米、乾パン、インスタント食品など
　副食：漬物、梅干し、佃煮、缶詰など
　調味料：みそ、しょうゆ、塩など
【飲料水】
※１人につき１日分３リットルの水を７日分
（その他、多目的に使えるよう風呂に水を入れておく）
【救急医薬品】
包帯、絆創膏、滅菌ガーゼ、三角巾、体温計、はさみ、
ピンセット、傷薬、目薬、解熱剤、かぜ薬、常備薬な
ど
【非常持出品】
携帯ラジオ、懐中電灯、乾電池、現金、貴重品、衣類、
タオル、ティッシュペーパーなど
※この他にも赤ちゃんのいる家庭では、ミルク、ほ乳
瓶、離乳食、おむつ、着替えなどを用意しましょう。

上島町長による玉串奉てん

新型救急艇建造関係者


